
平成２１年度評価問題「ゆうチャレンジ」（熊本県学力調査） 中学校１年 社会 解答及び配点一覧 №１
※文章記述については，同じような意味であれば可とする。

連番 大問 中問 小問 観点 やや満足及び概ね満足できる解答状況 配点 十分満足できる解答状況 配点

① １ (1) 技能 ○解答例のうち，４点が正しい。 ４ ○大陸と赤道，経線との位置関係を考え， ５
表現 ○解答例のうち，３点が正しい。 ３ 解答例の５点すべて正しく描くことが

２３ ○解答例のうち，２点が正しい。 ２ できている。
点 ○解答例のうち，１点が正しい。 １

（解答例）

② (2) 思考 ○季節が逆ということのみを記入してい ３ ○半球が違うことで季節が逆になること ５
判断 る。 を説明している。

・シドニーは南半球に位置しており９月
○シドニーが南半球，アテネが北半球に位 は冬であるが，アテネは北半球に位置

置することのみを記入している。 しており８月は夏であるので，持って
いったものが違う。

③ (3) ① 技能表現 北北西 ２

④ ② 技能 ○大陸名（海洋名）又は国名のみを使って説 ３ ○大陸（海洋）名，国名のいずれか２つ ５
表現 明している。 を使い位置を表す表現で説明している。

・ユーラシア大陸のそばにある。 ・ユーラシア大陸の西側の大西洋上にあ
・フランスの隣にある。 る。
・大西洋に浮かんでいる。 ・大西洋上にありフランスの対岸にある。

⑤ ③ 思考 ○それぞれの考え方を，各２点とする。 ２ 【考え方１による計算】 ６
判断 １３５°－０°＝１３５°

【考え方２による計算】
１３５°÷１５°＝９

【答え】
７月２８日午前３時

⑥ ２ (1) ① 知識理解 ２００（海里） ２

⑦ １５ ② 関心 ○地図１から分かる日本の排他的経済水域 ３ ○排他的経済水域の特徴や日本の排他的 ５
点 意欲 の特徴について調べてみたい内容を書い 経済水域の広がりの様子について，調

態度 ている。 べたい内容を書いている。
・日本の排他的経済水域は，世界で何番目 ・排他的経済水域の範囲は２００海里と

に広いのか調べてみたい。 あるけど，日本海側は２００海里の範
・排他的経済水域ではない海について調べ 囲まではなさそうだ。そのわけを調べ

てみたい。 てみたい。
・日本の排他的経済水域の中に，斜線が

○地図１とは関係ないが，調べてみたい内 ２ 引かれていない海があるけど，その海
容を書いている。 について調べてみたい。

・日本の沿岸からかなり離れた太平洋上
に排他的経済水域があるけど，この島
と排他的経済水域の関係について調べ
てみたい。

⑧ (2) ① 技能表現 １１倍～１２倍の間の数を書いている。 １ １１．８（倍） ３
例 １１倍 11.7倍 11.76倍

⑨ ② 思考 ○日本が南北に長い島国であること，離島が多 ３ ○日本が南北に長い島国であること，離島が ５
判断 いこと，日本の東側，南側（太平洋側）に隣 多いこと，日本の東側，南側（太平洋側）

接する国がないことなどのうちの１つを使い に隣接する国がないことなどのうちの２つ
説明している。 を使い説明している。

・日本は南北に長い島国であるから排他的 ・日本は南北に長く，周りを海で囲まれ
経済水域が広くなる。 た島国であり，離島も多いので排他的

・日本の東側や南側の日本の近くに国がな 経済水域が広くなる。
いので排他的経済水域が広くなる。 ・日本は島国であり，日本の東側や南側

の近くに国がないので排他的経済水域
が広くなる。

アフリカ大陸，北アメリカ大

陸との位置関係が正しい。



平成２１年度評価問題「ゆうチャレンジ」（熊本県学力調査） 中学校１年 社会 解答及び配点一覧 №２
※文章記述については，同じような意味であれば可とする。

連番 大問 中問 小問 観点 やや満足及び概ね満足できる解答状況 配点 十分満足できる解答状況 配点

⑩ ３ (1) 技能 ○計算は適切だが，単位に対して解答があ ２ （計算）６×25,000＝150,000cm ４
表現 っていない。 （答え）1500ｍ

１２
⑪

点
(2) 技能 ウ ２

表現

⑫ (3) 思考 ○市街地の拡大，水田だったところに工場 ○新旧の地形図の３つの変化を書いてい ６
判断 や図書館が建っている，広葉樹林が果樹 る。

園に変わったうち， ・健さんの家から図書館にかけて市街地
・２つの変化を書いている。 ４ が拡大している。
・１つの変化を書いている。 ２ ・１９８０年当時水田だったところに，

工場と図書館が建っている。
・Ｂ山の麓は広葉樹林だったが，現在果

樹園になっている。

⑬ ４ (1) 技能 ○選んだ記号は合っているが，正しい時代 １ ○調査内容の記号が時代順に書かれている。 ３
表現 順になっていない。 農具:ア→オ→エ 住居:イ→ウ→カ

１１
⑭ 点 (2) 思考 ○資料は活用しているが，具体的な記述が ２ ○それぞれのテーマについて２，３行で ４

判断 されていない。 具体的に記述している。
【住居の場合】 【住居の場合】
・じょうぶになった。 ・床が土だったものが，板ばり，畳と変
・部屋が増えた。 わってきた。
・使用される材料の種類が増えた。 ・壁や仕切りもなかったのが，壁やふす

まで部屋が仕切られるようになった。
【農具の場合】 【農具の場合】
・材料が変わった。 ・技術の進歩により，鉄製農具から機械
・便利になった。 に改良され，生産性が高まった。
・作業がしやすくなった。 ・石包丁やかまでの手作業による収穫か
・労働時間が減った。 らコンバインなどの機械による収穫に
・生産量が伸びてきた。 変わり，労働の負担が軽減した。

⑮ (3) 関心 ○興味・関心について具体的な内容が記述 ２ ○自分の興味・関心や経験に基づいた理 ４
意欲 されてない。 由について，具体的に記述している。
態度 ア それぞれの時代で，どんな食材を使

・調べやすいと思ったから。 っていたのか興味があるから。
・興味があるから。 イ 紙幣に描かれている人物が，どんな

理由で選ばれたのか知りたいから。
ウ 旅行で，いろいろな乗り物に乗って

○記号のみを書いている。 １ 移動することが好きで，昔の人々の交
通手段についても興味があるから。

エ 小学校の時に学習したペリー来航に
興味があり，日本とアジア以外の国の
つながりを知りたいから。

⑯ ５ (1) 知識理解 ○正確に書けている。（ひらがな可） ・戸籍 ３

⑰ ２２ (2) 知識理解 ○正確に書けている。（ひらがな可） ・口分田 ３
点

⑱ (3) 思考 ○２つの資料の語句を使っているが，それ ４ ○資料１の税の名前または内容，資料２ ６
判断 ぞれが関連付けられていない。 の逃亡者（逃亡）という語句を使って

・租の他に雑徭や防人などの義務が課せら 農民のくらしを説明している。
れていた。逃亡する人がいた。 ○税の負担が重くて，逃亡者が増えたと

いう意味について書いている。
○資料１，または資料２だけの語句を使っ ３

ている。 ・収穫の３％を納める租の他に，労働や
・収穫の３％である租を払うことができ 警備などの義務が課せられ，重い負担

ず，苦しい生活をしていた。 に耐えることができずに，逃亡する農
・税が重くて，逃亡する人が多かった。 民も多くいた。

⑲ (4) 技能 ○三世一身法のみ，または，墾田永年私財 ２ ○２つの資料の共通点に着目し，私有地 ４
表現 法のみの内容を説明している。 （私有の財産）という意味のことを書い

・開墾した田は，本人，子・孫の三世代に ている。
わたり私有を認める。 ・新しく開墾した田を私有地として認め

・開墾した田は，永久に土地の私有地として認める。 た。

⑳ (5) 思考 ○税制度の移り変わりと人々の様子のいず ３ ○ ５で出てきた語句や資料を参考にし ６
判断 れかの視点からまとめている。 て，７～８世紀の税制度について，税

・税を納めるしくみが移り変わっていっ 制度の移り変わりや人々の様子を踏ま
た。 えてまとめている。

・負担が大きく，農民の生活は苦しかった。 ・律令制のもと，人々から税をおさめさ
せる制度をつくったが，負担が大きく，
逃亡する人も出てきた。そこで朝廷は，

○税制や人々の様子について書いている １ 開墾をすすめるための法律をつくるな
が，具体的でない。 どの対策をとった。

・税のしくみがあった。 ※「このあと，私有地が増え，荘園制の
・人々は税をおさめていた。 始まるきっかけとなった。」等の内容

を加えてもよい。



平成２１年度評価問題「ゆうチャレンジ」（熊本県学力調査） 中学校１年 社会 解答及び配点一覧 №３
※文章記述については，同じような意味であれば可とする。

連番 大問 中問 小問 観点 やや満足及び概ね満足できる解答状況 配点 十分満足できる解答状況 配点

○21 (1) 思考 ○図の中の語句を使っているが，関係が分 ２ ○図の中の語句を使って，御家人と将軍 ４

６ 判断 かりにくい。 が強い主従関係で結ばれていたことを
・御家人と将軍が強い絆で結ばれている関 説明している。

１７ 係。 ・御家人が（奉公として）将軍のために
点 ・御家人は，将軍に命がけでつかえるとい 戦場で戦い，将軍は（御恩として）御

う関係。 家人に領地を与えるという関係。
・将軍が領地を与える代わりに，御家人

が戦場で戦うという主従関係。

○22 (2) ① 技能 ○漠然と幕府の力が強まったことのみ答え ２ ○幕府が西日本の支配を固めたことを述 ４

表現 ている。 べている。
・幕府の勢力を広めた。 ・西国の土地に東国の武士を地頭として
・新たな機関を設置した。 任命した。

・京都に六波羅探題を設置した。

○23 ② 知識 ○誰の監視なのかはっきりしない。 １ ○朝廷や公家の監視や，西国への勢力の ３

理解 ・監視するため。 拡大について書いている。
・反乱をおこさないようにするため。 ・朝廷や公家を監視するため。

・西日本の武士の統制のため。

○24 (3) 思考 ○２つの語句だけを使って説明している。 ４ ○３つの語句を使い，幕府と御家人の関 ６

判断 ・幕府と御家人の主従関係がさらに強まっ 係が強まったこと，朝廷の力が弱まっ
た。 たことを述べている。

・幕府から監視された朝廷の力は，弱まっ
ていった ・朝廷の力が弱まり，幕府と御家人との

信頼関係がさらに強固になっていった。
○１つの語句だけを使って説明している。 ２
・幕府は承久の乱で勝利したことにより，

ますます力を強めていった。
・朝廷の勢力回復はできず，力を弱めていった。


